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ニンブロックス

シース熱電対とは
　金属製極細管（シース）内に、熱電対素線が高純度の無機絶縁材で高密度に充填され、高絶縁性
と高耐圧性をもったシース熱電対です。
　腐食性雰囲気、屈曲の多い箇所、振動の激しい箇所など、苛酷な条件下で使用しても機能を損う
ことなく高信頼性を有しています。

高純度の無機絶縁材

シース　5ページ参照

素線
　２芯から多芯まで豊富にあります

1．レスポンスが速い	����極細管に仕上げられており、熱電対自体の熱容量が極めて小さいため、僅かな温度変化に
対しても応答の遅れが小さい。

2．優れた耐震・耐衝撃性	��シースと素線間に絶縁物が高密度に充填されているため、機械的強度があります。
3．シース外径が細い	����仕上り外径が0.25～8.0mmと非常に細く、小さな被測定物にも容易に取り付けられます。 
4．幅広い測温範囲	�����－269℃～1,800℃までの温度測定が可能です。
5．優れた可撓性	������シース外径が細く、完全に焼鈍されているため、シース外径の3倍Rまで曲げられます。 
6．広い応用範囲	������長尺ものや多対式のものが容易にできます。
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熱電対による温度測定
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種類

⑤金鉄－クロメル熱電対
　金鉄－クロメル線を素線に使用した極低温領域
での使用が可能なシース熱電対です。
　詳細は、別冊カタログNo.N-212をご参照下さい。

6.SN熱電対（N熱電対）
　十脚はニッケル、クロム及びシリコンを主とし
た合金、一脚にニッケル及びシリコンを主とした合
金で作られた熱電対で、K型熱電対の耐環境性を改
良した熱電対です。
　詳細は、別冊カタログNo.N-211をご参照下さい。

　純タンタル線を熱起電力特性上有害なガスのゲッ
ター材（吸着材）としてシース内に埋蔵した、ユニー
クな構造をもっています。火力発電所、石油精製、
化学プラントなどの高温用熱電対として最適です。
　詳細は別冊カタログN-209をご参照下さい。
④ニッケルシースK熱電対
　良好な機械的性質と多くの腐食環境に対し、優れ
た耐食性を有したニッケル合金をシース材にした
耐食用熱電対です。
　ハロゲン系ガス雰囲気での温度測定に最適です。
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仕様

B

C

L
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常用限度



7

測温接点

沸騰水中におけるレスポンス特性
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標準型式と型式記号の作り方

φD

E型コネクタ

G3/4
L
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（注記）　構造規格（d2G4）以外の対応については、別途お問い合せ下さい。

φD

E型コネクタ

G3/4

R3/4

3 /4
 B

ニップル

L

（10）スプリング可動範囲

ニップル長さ

N

φD

E型コネクタ

G3/4

R3/4

3 /4
 B

ニップル

L

（10）スプリング可動範囲

ニップル長さ

N
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（注記）

  TMA型、TBM型をご用命
の際は、耐圧防爆（ExdⅡ、
d2G4）構造として約40種類
の型式検定合格品がありま
すので、詳細についてはお
問い合わせ下さい。
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熱電対の熱起電力
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コネクタ

G1/2, G3/4

G3/457

47
シルバー

メタリックアルミニウム合金

アルミニウム合金

アルミニウム合金

アルミニウム合金

アルミニウム合金

MB型
（d2G4）
（ExdⅡ）
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サーモウエル
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付属部品

バヨネット部品

バヨネットキャップ

バヨネットキャップ
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補償導線

（注記）JIS C 1610-1995を示しています。
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（注記） 1．上記以外にも多対型補償導線を製作致します。
 2．往復線の最大電気抵抗の値は参考値と致します。
 3．色別は、JIS C 1610-1995区分2を示しています。JIS C 1610-2012の色別にも対応可能です。

（注記） 1. 上記以外にも多対型補償導線を制作致します。
 2. 往復線の最大電気抵抗の値は参考値と致します。
 3. 表中の形状色別は、JIS C 1610-1995区分2を示しています。JIS C 1610-2012の色別にも対応可能です。
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被覆熱電対

（注記） 色別は、JIS C 1610-1995区分2に準拠しています。
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用途
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試験検査

5.熱起電力試験

イ）部品　特に指定のない場合の削り加工部品の寸法公差はJIS	B	0405粗級に準拠します。
ロ）熱電対シース長さ（L）	 L≦300mm	 ±3mm
	 300mm＜L≦1,000mm	±1.0％
	 L＞1,000mm	 ±1.5％
ハ）熱電対シース外径（φD）	 0.25～2.3mm	 ±0.025
	 3.0～3.2mm	 ±0.030
	 4.5mm	 ±0.045
	 4.8mm	 ±0.050
	 6.0～6.4mm	 ±0.060
	 8.0mm	 ±0.080
ニ）補償導線長さ（S）	 1,000mm未満	 ±30mm
	 1,000mm以上	 ±3％

※	ロ）比較試験�国家標準にトレーサブルな基準熱電対との比較により、校正いたします。温度範囲は-80～1,100℃です。
※	ハ）定点試験�各定点実現装置により、直接校正いたします。測定点は、下記によります。

・酸素の沸点	����� －182.954℃
・氷点	������������ 0℃
・水の三重点	�������� 0.01℃
・水沸点	���������99.974℃
・錫の凝固点	������ 231.928℃
・亜鉛の凝固点	����� 419.527℃
・アルミニウムの凝固点	� 660.323℃
・銀の凝固点	�������961.78℃
・銅の凝固点	������ 1,084.62℃
・パラジウム融解点	���� 1,554℃

（注記）上記の温度はITS－90による温度です。
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